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序

社会生活の変化とともに「ものの豊かさ」から「心の豊かさ」が求められる今日、

文化財は現代人の心の糧として欠くことのでぎない国民的財産であります。 市民生

活の充実、公共の福祉という目標を達成するため、民間・公共を問わず多くの土木

T事が実施されることとなりますが、その陰で失われてゆく埋蔵文化財に対し、私

達はその保護・保存と活用という点において大きな責務を負っているともいえるで

しょう。

平成2年度、篠ノ井地区においては、長野市の実施する公共事業に伴い、埋蔵文

化財緊急発掘調査を 2 件実施することとなりました。 その一つは元年度からの継続

事業である市道篠ノ井南25和打線の道路改良であり、いま一 つは、長野南消防署塩

崎分署建設事業であります。 両事業とも、緊急性・公益性ともに高く重要な事業で

あり、また、埋蔵文化財包蔵地として周知される「塩崎遺跡群」 「石川条里遺跡」

に位置することから、事業の実施により破壊される部分に関して、記録保存の措置

を講ずることが不可欠とされました。 ここに公刊いたします『長野市の埋蔵文化財

第39集』は、その調蒼の成果を報告書として刊行するものであり、文化財に対する

一層の理解と、地域文化向上のための一助としてご活用頂ければ、この上ない喜び

であります。

最後に、発掘調査の実施にあたり、ご尽力いただいた関係諸機関、調府に参加頂

いた地元の皆様、そして、報告書刊行に至るまでにご指導• ご援助を賜った各位に

対して、厚くお礼申し上げます。

平成3年3月

長野市教育委員会

教育長 奥村秀雄



例 言

ー 本占は、 長野市（篠ノ井支所土木課担当）が施工する市道篠ノ井南253号線道路改良：Ji: 業に伴う地蔵文化財

緊紅発掘濶省報告褐である。

2
 

発掘澗令は、 平成元年度から平成2年度にかけて、 長野市教育委員会埋蔵文化財セ ‘ノタ ーが実施し、 その期

間は、 平成）じ年11月2011�平成2年1月30日 • 平成2 年6 JJ 1 4日�29日である。

3
 

発掘調肖地は、 長野市篠ノ）「塩崎字二枚橋181• 松節2 431他に所在する。

4
 

追跡名および調ー牡地点は、 「塩崎逍跡群• 市道篠ノ）中南253号線地点」とする。

5
 

本 ，g作成においては、 調介員が分加して整理作業を行ない、 木文執箪に閃しては、 矢11忠良と青木和IリJが共

1,,Jで行なった。

6
 

調介によって得られた諸出録は、 長野市教育委員会（埋蔵文化財セソタ ー）で保管している。
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I 調杏経過

1 調査の契機

昭和6 3年7月7日付で、 昭和6 4年度における埋蔵文化財保護のための開発事業計画を照会したところ、 同J-J長

野市篠ノ井支所士木課より「市道篠ノ井南253号線拡幅改良事業」計画の回答があった。 昭和6 4年度では来佐柄

橋脚部分の工事が予定されていた。 この部分には地形及び表面採集調査で逍跡の存在が予想されていなかったが、

万一の場合を考え、 工事に先立って立会い澗査を実施したが、 逍物・遺構の確認はなかった。 平成ブじ年度以降丈

施分については、 周知の塩崎遺跡群松節遺跡・石川条里遺跡を横断する主体部工事・付帯エ!'jfが計画されていた

ため、 発掘調脊を実施し、 記録保存等の保護策が必要である旨通知するとともに、 発掘調査計両書• 同予算』を

担当課に提出する。 現地協議・文化財保護法の規定による書類の提出等をもって、 木調百に向け始動する。

2 発掘調査経過

［平成元年度］

11月 20日（晴）表土掘削・運搬。

調査器材搬入。

11月21日（晴）残士処理。 遺構

検出。SB 1 •  2 •  4開始。

11月 2 2日（哨）遺構検出面、 上

層の約5cmを除去。SB 1 •  2 •  

4継続。

11月 2 4日（晴）残土処理。SB

1 ・ 2 • 4継続。SB 3開始。SB

4完掘。

11月27日（晴）SB 1 ・ 2 • 3 

継続。SB5開始。SB2完掘。

11月 28日（晴）SB 1 •  3 •  5 

継続。SB6 開始。 重複遺構検出

のため平板測量。

11月29日（曇）SB 1 •  6 •  3 •  

5完掘後、 清掃、 写真撮影。SB

7�10開始。

11月30日（晴）SB 5 •  7• 10 

継続。

12月1日（睛） SB 5 •  7 •  10 

完掘後、 清掃、 写真撮影。SB11・

平成元年度調査 表土除去

遺構の掘り下げ
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12• 16• 17開始。

12月4日(II青）遺構上僭除去。

残七処理。遺構検出。SB11・ 12•

16• 17継続。SB11・ 12完掘後写

真撮影。SB14• 15開始。逍構実測。

12月 5 LI (偽）SB15�17継続。

SB16• 17完掘後写真撮影。SB22•

28、 SD1 •  2 開始。

12) J 6 1-1 (II�;) SB15• 22• 28、

SD 1 ・ 2継続。SB23• 24開始。

SB22内横転十器は七器棺墓か。

12JJ 7 II (II肯）SB23• 24完掘。

SB13以東の逍構清掃後万真撮影。

SD 1 •  2継続、 SB25 (のちに2

軒i膨屈描と判明イ・ロ）18�21・

31開始。

12月 8 II (昨夜降雪あり・晴）

SB22•25ー イ・ロ・28、SDI継続。S

Bl l・21床面Iり検出。SB11は2軒の

屯複逍構。SB26• 27• 29開始。

12月1111 (II胄）SB11ー ロ ・ 22•

28• 29 、SD1 •  2継続。SB15• 31 

を中心に周辺遺構の清掃後写真撮

影。SB30• 32• 35開始。逍構実測。

12月121::1 (長／雪）SB29• 30• 

33�35継続。SB32• 36 、 SD3 �

6 開始SB29• 32完掘。 追構測最。

12月1311 (晴）SB30• 33�36 、

SD4� 6調査継続。SB30• 33� 

37完掘後写真撮影。SB33平板測

景。SB37�39開始。

12月14日（曇／雨）SB38• 39、
SD3 • 5継続。SK 1開始。SD1 

�3清掃後写真撮影。SB39完掘。

雨にて午後の作業中止。

12月15日（曇）今朝降雪あり除

雪等実施。SB38、 SD4• 5 継続。

12月18日（曇／雨）SB38 、 SD

遺構の検出

遺構の掘り下げ

遺構の掘り下げ
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4 • 5継続。SB40、SD7 開始。

SD 5 •  6 、 1�3柑掃後
‘が真撮

彩。検出川 i I·:.! 料除去。追構測憤。

12月19「I (llr『)残L処狸。追構

検出SB40、SD7継続。SB41、S

K 2 • 3開始SK2 • 3 '. 元掘後'lj.

真撮彩。 十悩棺絵の収りあげ。 七

)\'i'/実測。検出llfi u苦除i:.o

12月2011 (II村）SB41 、 SD 7継

続。SB43•44、SD8 • 9開始。

SD 6 、SB41日悦 ‘火測。

12) J 2111 (llt'1) SB43 • 44、SD

7�9継続。残K処狸。

12月26I I (Iii';-) SZ 1継続。 I:. 

J�,l '. 丈測・逍構実測。」ー．器洗浄。

't<2屈7日""(I村・笠）sz 1継続。

SK 91)甘始。完掘後
‘
ゲ真撮影。 士

湘洗浄。機器材の整理。

］月 8 II (II青）検間(rj、 u習除

ム。SDI継続SB51 • 57、 SD10、

SKlO開始。残1-. 処Jl l誌遺構検出。

上湘洗粋。

1月9「I (睛）日；；；i除上継続。

残ヒ処刑。sz 1 '. 必掘後＇ゲ真撮影。

SB51 • 57継続。SB52 • 54開始。

lJJlOH (雨）作業中止。

1月1111 (凶）SB51 • 52 • 54 • 

57完掘後写貞撮彩。SB53、SD11

�13開始。崩屠士処刑。追構検出。

1 月12 LI (偽）SB11�13継続。

SD14、SK8 、 ピット群開始。 B

トレ‘ノチ設附。上）悦実測。

1 月16 日('耳）検出而卜層除去。

残上処理。遺構検出。 上器洗浄。

降雪続き午後作業中止。

1月17日（睛 • 、公） ,-.)暑除去作

業継続。除雷 • 排·水作業。残土処

理。SD12 • 13、トレソチ調促継

平成2年度 試掘作業

試掘坑内の土層

B区 表土除去
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続。 SD 9 �1 2清掃後写真撮影。 S

B53 、 SK 9 開始。 完掘。

1 月 18 日 （ 睛 .. 曇） 上層除去作

業。 残土処理。 遺構検出。 SB55 •

56、 SD16、 SK 8' 開始。 遺構実測。

1 月 19 日 （ 雨 ） 作業中 止

1 月 22 日 （ 晴 ・ 曇 ） SB54 • 56、

SD16謎続。 SD15 • 1 7開始。

1 月 2:3 1::1 (曇） 除雪 ・ 残 士処理。

SB54 • 56、 SD1 5 • 1 7 、 SK 9 ・ 1 1

完掘後写真撮影。 SK18開始。

1 村 24 1::1 ( 、公 ） SB56 以 西 の 遺

構検出 。 SB58 、 ·sK17 • 1 9開 始。

,-./悦実測。

1 月 25 日 （ 公 ） 除雪。 SB58、 S

D18,-._.,2Q完掘後
‘

り頁撮影。 SB59開

始。 C• D ト レ ソ チ設戦。 ＋層実測。

1 月 26 「 I (古 ・ 睛） 除雪。 ト レ

、ノ チ 調 鉦継続。 SB59完掘 後 写 真

撮影。 L層実測。 SB54 • 55精 査。

1 J J 29 L I  (曇 ・ 雪） ト レ ソ チ 調

査継続。 土 器洗浄。 器材の撤収。

1 月 30 日 （曇） 士層実測。 遺構

実測。 発掘作業終 了 。

［平成 2 年度］

5 月 14 日 （曇） 水 田 部分 に関す

る 試掘 調 脊実施。

6 月 14 日 （晴） 表士除去。 残 土処理。 遺構検出。

B 区 遺構の掘 り 下げ

B 区 遺構の掘 り 下げ

6 月 15 日 （晴） 昨 日 の作業継続。 渦跡 (SD 1 ) 上部砂質 土除去。

6 月 18 日 （晴） 表土除去。 SD 1 埋 土の除去。 A ト レ ソ チ 設定。

6 月 20 日 （曇） 残士処理。 SD 2 、 B • C ト レ ソ チ継続完 了。 西に試掘坑設定。

6 月 21 日 （曇） 作業継続。 土層実測。

6 月 22 日 （晴） SD 1 •  2 継続。 SD 2 完掘後写真撮影。

6 月 25 日 （晴） SD 2 継続。

6 月 26 日 （ 雨） 作業中 止。

6 月 27 日 （曇） SD 1 ・ 2 最下層 土除去。 廃土除去。

6 月 28 日 （曇） SD 1 ・ 2 完掘後写真撮影。 廃 士除去。

6 月 29 日 （曇） 土層実測。 遺構実測。 埋め戻 し 機器材撤収。 発掘作業終 了。
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3 調査の体制

長野市教育 委員会埋蔵 文化財 セ ソ タ ー の直轄事 業 と し て実施 し 、 組織 ・ 業務分担は以 下の と お り であ る 。

調 奔主 休 者

総括 貨任者

庶務係

” 

調 査係

” 

” 

” 

” 

” 

” 

” 

長 野 市 教 育 委 員 会 教 育 長 奥村秀雄

長野市埋蔵 文化財セ ‘ノ タ ー 所長 水沢国 男

主幹 • 所長補佐 小 山 正 （ 契約 ・ 出納事務担 当 ）

職員 青 木 屑 子 ( /f ) 

調 杏係 長 矢 口 忠 良 （ 平成元年度調杏主 任 ）

lこ 事 青 木 和 明 （ 平成 2 年度 fl ) 

// 千 野 浩 （遺構 ・ 遺物整理）

// 飯 島 哲 也 ( // ) 

職員 中 殿 章 + ( 調 査担 当 • I/ ) 

fl 横山 か よ 子 （逍物整理 ）

// 今 井 悦 f- ( II ) 

専門 主 事 小 松 安 和 ( // ) 

II 中 沢 克 二 ( // 

大 室 昴 （ 調 査担当 • II )  

調査員 原 正樹 （調査担 当 ） 寺島孝典 （潤在担 当 ） 矢 「 l 栄 子 （遺物実測） 塚越 久 美 — f (遺構製図）

小林仲 子 （遺構製図） 森泉 か よ 子 （追物実測）

調査参加者 高伯消 子 • 宮崎好 子 ・ 高沼 千恵 子 ・ 北沢友江 • 春原波子 ・ 池 田 尚 夫 • 中 島ふ じ 子 • 春 日 幸 子 ・ 千

築は る い • 高橋綾 了. . 宮崎和 了 • 山崎吉子 ・ 風間 孝 —f . 小島 ま さ 美 ・ 北沢節 子 ・ 風問 つね 千 • 北 田 つ る み ・ 久保

田仁太郎 • 清 水 清次 • 久保 田 邦 夫 ・ 風間い そ え • 宮崎龍 子 ・ 山岸 礼 子 ・ 風間 かやの • 春原すみ江 ・ 風間 ま ち 子 ・

田 中 たけ • 岸 田 武- f • 西沢け さ 江 ・ 風間小雪 • 井堀政 子 • 宮崎ち と 世 ・ 風間 キ イ 子 ・ 風間君 子 ・ 美谷島 正 子 ・ 山

ロ節子 ・ 風間政_:_ . 宇都宮富栄 ・ 大 田 豊ー ・ 内 山直 子 ・ 西沢乾 • 北沢やすい • 矢島秀 子 ・ 北村利雄 ・ 矢島吾和 子 ・

駒村 よ り 子 ・ 山 田 令 f • 柄爪孝次 （ 以 上平成元年度 ）

大 田 豊ー ・ 北村利雄 ・ ニ宅利 正 • 西沢乾 • 南沢イ巾三 • 南沢近登 • 三宅計佐 美 ・ 内 山直 子 ・ 矢島秀子 • 清水節子 ・

塩原恵美 子 • 岩崎弘 子 • 吉沢澄 子 ・ 山本恵 美 子 ・ 県明 美 ・ 高橋綾 子 ・ 高橋清 子 • 宮崎和 子 ・ 岸 田武 子 ・ 田 中 き よ

江 ・ 後藤平 ー （以 上 平成 2 年度 ）

整理参加 者 徳成奈於 子 ・ 岡沢治 子 ・ 池 田 見紀 ・ 小泉 ひ ろ 美

遺構測贔委託 （ 有 ） 写真測 図研究所

以 上、 直接発掘調 森に参加 さ れ た 方 々 の ほ か に 、 作業 員の募集に ご協 力頂い た関係区長の皆様 、 天幕設営地 ・

駐 車場 ・ 飲料水 等提供いただいた （株） 千代田精密工業 ・ 高沼弘氏 、 そ し て工事関係の篠 ノ 井支所土木課 ・ （株）

北信 土建 ・ （株） 川 中 島建設の担 当 者か ら は 発掘調査の実施に際 し 、 多大な ご援助 を い た だい た。 記 し て感謝申

し 上げ ま す。
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II 塩崎遺跡群 の 環境

1 位置 と 範囲

千曲）り は、 長野盆地 南縁部 に至 ると 平地空間 内を 大 き く 蛇行 し、 犀川 によ る 扇状地形 に影 響を 受 け ながら流 下

する。 その最初の大 き な蛇行部両岸 に顕著な 自 然堤防の形成が認め られ、 塩崎遺跡群 は左岸 上流部に位置する。

左岸の自 然堤防 はさ ら に下流 に6 Kmほ ど延 び、 篠ノ 井遺跡群 • 横 田遺跡群を 内 包する。 塩崎遺跡群と篠ノ 井遺

跡群を 便宜 上型川を 境 に分離 し ているが一連の性格を 有 し ている。 塩崎遺跡群 は南北 約2 Km• 東 西最 大幅600

m範囲に展開するものと 予想 さ れ、 西及 び北側 は古 い時代 に千曲川の流れ込み によって形成 さ れた 後背湿地 にな

る。 ち な み にこ の周辺の字名をみ ると 、 河川 敷では河原をもち いたものが多 く 、 自 然堤防 上では屋敷・（中） 条 ・

（松）節 • 一本木 ・ （伊勢）宮 ・山崎等があ り、 集落 に碁づ いたもの、 耕地割 ・地 形 に由 来するものが主であ り 、

後背湿地の凹地 には原 ・川 ・田 ・畑 • 柳を 付 し た 字名が多 く な る こと から推察する に古代 からの土地利用 にそれ

ほ ど 度化がな いものと 思料 さ れる。

固 1 塩崎遺跡群 と 周辺の遺跡群 ( 1 : 50 , 000) 
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2 発掘調査歴

長野 盆 地南縁の追跡 分 布を み る と 、 そのほ と ん どが弥生時代以降の遺跡である。 ま た 更埴 市の佐野 川 によ る 扇

状 地Lの追跡がと ぎれと ぎれに散在する のに対 し、 千曲 川 両岸ではそれが形成した 自 然堤防 上 と 山麓部に かけ遺

跡川iが舟状 に）艮開する のを特色と している。 ま た これらの自 然堤防 上の遺跡 は、 弥生時代か ら 平安時代 にかけ て

の複合辿跡であり 、 規模 • 密集度・ 内容等 においてT-曲 川 水 系 におけ る 屈指の遺跡群を 構成してい る。 その模様

を 石川 条 巾辿跡周辺 と こ れに閲 与する 聖川沖積 面 千曲） I I 自 然堤防上 におけ る遺跡の調 ＿査歴を 瞥見す る。

塩崎遺跡群 「松節遺跡」

昭和 26礼炭調 介 地籍名： 篠ノ ）キ塩崎字松節 文献 ： 森嶋稔• 米山 ー政 「 古代 ・中 世 」 『 更級埴科 地方誌』

昭和53年 、 森記稔 「銅鐸及 び石製模造鉾」 『篠ノ 井市指定 文化財調査報告書』 昭和51年

広鋒銅利岱 • 同 石製校造品の出 上遺構を 求め て発掘調査が実 施さ れた。 古墳時代住居址が確認 さ れてい る。

塩崎遺跡群 「中条遺跡」

昭和 41年』輝 地藉名： 篠ノ井塩崎字中条 文献 ： 丸山散 一郎 「善 光 寺 平 南縁の自 然堤防上の遺跡 につ い
て」 『信猥』 lll - 26- 511({和 49年

弥生時代後 期 箱 祐水 ;:\ 期の住居址1 軒を検出 した。

塩崎遺跡群 （市道松節小 田 井神社地点）

昭和60年炭 調 森 地籟名： 篠ノ井塩崎字松節 • 中条• 伊勢宮 ・ • 本 木 文献 ： 長野 市教委 『塩崎遺跡群 W

- r l i迫松節二 小 nu卜神社 地点追跡』 昭和61年

調 在では192庫 「以 上の住居址 と 士猥11 3基 • 溝址 3 3ケ 所等が検出 さ れ、 中でも 弥生時代中期 前 半の住居址 と と も

に31枯の人骨 ・ 苗IJ 非品を 伴う 木棺墓が検出 さ れている。

塩崎遺跡群 （塩崎小学校地点）

昭和52�54• 58年度 調 査 地籍 名 ： 篠ノ 井塩崎字町屋敷 文献 ： 長野市教 委 『塩崎辿跡群』 昭和53 年 ・

『塩崎辿跡群( 2) 』 U{{和54年 ・ 『四 ツ 屋遺跡• 徳間追跡 ・塩崎遺跡群 ( 3) 』 昭和55年

塩崎小学校校舎 地から は、 弥生時代中期後 半以降の逍構 （住居址86軒 ・建物址 3 軒 ・柱穴群 3 ケ所 ・ 土痰 7 基 ・

方形｝躙W 墓 2 基 • 溝址 5ケ 所• 井戸址 4基）が確認 さ れており 、 弥生時代中期後半の方形周 渦墓の存在及 び奈良

時代の辿構 ・追物が多 いのに往 目 さ れる。 方形周洞墓 は形状 から後出のも のと の説 も あるが、 今のと ころこの地

では蚊 古のものである。 奈良 時代の遺構 は住居址を 主 に建物址 （倉庫址） も確認 さ れ、 「 専 司 」 と 刻字 さ れた 須

忠 岱杯の出 七 等 からH衛址的性格の強 い遺構 と 考 え られる。

塩崎遺跡群 「殿屋敷遺跡」 （角 間地区市道路改良事業地点）

昭和6 2年度調 牡 地籍 名 ： 篠ノ 井塩崎字殿屋敷 • 南 下枡 文献 ： 長野市教委 『塩崎遺跡群 V 』 昭和6 2 年

弥生時代後 期 • 奈良 時代 • 平安時代住居址 2 2軒 • 溝址 6 本 ・ 土猥 5基 • 中 世の井戸址18甚が確認 さ れている。

この他近 く から猿投窯系の灰釉陶器薬壺形蔵骨器の逸品が出 土しており火葬墳墓址の存在が考え られている。

篠 ノ 井遺跡群 （大規模 自 転車道地点遺跡）

昭和54年度調査 地籍 名 ： 篠 ノ 井塩崎字堀 ノ 内 ・高畑 • 五倫 文 献 ： 長野市教委 『篠ノ 井遺跡群』 昭和55年

弥生後期 ・ 古墳前 期 • 奈良 平安集落跡で、 住居址 31軒 、 方形周溝墓1基等が検出 さ れている。

篠 ノ 井遺跡群 （聖川堤防地点）

昭和55年 よ り調 窪継続中 地籍名 ： 篠ノ 井塩崎字五倫 • 浄 光 ・北畑 文献 ： 平成 3 年度報告書 刊行予定
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弥生時代後期後 半 箱清 水 期か ら 古墳時代 前期の生活遺構の ほ か 墓址群が検出 さ れ 、 方形周 溝 墓 • 円形周溝墓 ・

Jj[j )j後 ）j形周洲雄 ・ 十器棺 墓 等あ り バ ラ エ テ ィ に ‘

，悩 ん でい る 。

篠 ノ 井遺跡群 （市道山崎唐猫線地点）

昭和63年度調 査 地籍名 ： 篠 ノ 井塩崎字姫宮 ・ 五倫 ・ 宗 旨坊 • 浄光 文献 ： 長野市教委 『篠 ノ 井遺跡群 II 』

平成几年

弥生後期 ・ 古墳 前期 • 奈良 平安時代集落跡。 住居址17軒 、 土猥23基、 渦址 5 本 を検出 し て い る 。 自 然堤防形成

を さ かのぼ る 時期 と 推定 さ れ る 縄 文時代前期の遺物が少数 な が ら 出 土 し 、 そ の性格が注 目 さ れ る 。
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I .  消防塩崎分署地点

5 .  監川堤防地点

9 . 市道角間線地点

図 2 塩崎遺跡群 • 篠 ノ 井遺跡群の調査位置 ( 1 : 1 3 , 000) 

2. 枡下地点

6 . 聖徳橋地点

10. 塩崎小学校地点

3 .  中部電力鉄塔地点 4 .  市営塩崎体育館地点

7 .  市道山崎唐猫線地点 8 .  大規模 自 転車道地点

1 1 .  市道松節小 田 井神社線地点 12. 市道篠 ノ 井南253号線地点

篠 ノ 井遺跡群 （中部電力北信坂城線鉄塔地点 • 長野市営塩崎体育館地点）

平成元年度調査 地籍名 ： 篠 ノ 井塩崎字中 田 ・ 北畑 文献 ： 長野 市教委 『篠 ノ 井遺跡群 Ill』 平成 2 年

縄 文時代晩期終 末か ら 古墳時代前期の遺構遺物が確認 さ れ、 中 で も 5 号土壊は土器棺募と 考 え ら れて い る 。

- 9 -



III 調 森 内容

1 調査の概要

昭和60年度実施 し た 市道松節 小 田 井神社線地点が 、 塩崎 自 然堤防 を縦断 し た調在であっ たのに 対 し 、 今回の調

如ま 南縁 祁 を 横断す る も のであっ た。 前 者 は延長約700m ・ 幅 6 m に 亙 り 、 住居址192111 1 · I 場閥113枯 ・ （柑址33 ケ

所以 I :が 確忍 さ れ 、 今 回は延長250m ・ 幅12mの間 に住居址57軒 • 土痰12基 ・ 渦址19 本 が存介 し、 さ ら に塩崎小

学校地｝は • 殿屋敷逍跡等 を 考 え 合せれ ば相 当の遺構数 が 予想 さ れ る 大密集集屠逍跡群と い え る 。

今1 1 1 1の関 壺は 2 年次に わ た り 実施 し 、 平成 元年度 は道路 本体事業部の東 半分 を 、 2 年度では西 ‘ド分と 日 然堤防

束縁の取 り 付け道路 部 を 対 象と し た。

辿構の分 布 は 、 昭 和60年 調査所見と 同様 自 然堤防東縁側 に集中 し 、弥生時代か ら 平安時代にかけての逍構が 重

複関係 にある 。 西 ）j後背湿地とみ ら れ る 現 水田 方 向 に 行 く に 従 い 、 遣構数は漸減 し 、 自 然堤防西側 1/3は 平安時

代に限 ら れ た逍構を残す も のの住屈址 等生活逍構は認め ら れ な く な る 。 自 然堤防 西端付近 は後背掘地に人 る のか、

I: 質が粘 質 を 骨 びて く る 。 現 水 田 面 下の調査では追物包含屁 は な く 、牛活遺構は認め ら れ な い。 取り付け道路部

では 、 奈良 時代の所陛と 名 え ら れ る 溝址 2 本 が 確認 さ れ 、 生活域の限 界 を 示す も のと い え よ う 。

弥牛時代の追構と し ては 、 I I 1 JUJ什｝対址 4 軒、後期住居址14庫r . 溝址 3 本 ・ 1場�4 2 ぷ、 弥牛時代とHf,定 さ れ る 住

屈址 3 軒・洲址 4 本の総計fl:Jitf址17軒 ・ 洲址 7 本 ・ 上痰 2 甚である 。 古墳時代では、前期洲址 ( )J 形周洲絡） 2 

），し・溝状追構 1 本、中期住屈址 2 111 r に過 ぎ な い。 奈良 • 平安時代では 、 住居址34車r . 洲址 8 本 ・ ト城 6 基が検出

さ れ、 こ の う ち 確火 に 奈艮時代に屈す る も のは、住居址 8 軒 . 2 次調 査での備址 2 本である 。 中 世の も のには ）・ j:

j I 址であろ う 十堀 3 基が確認 さ れ て い る 。 時代比定で き な か っ た も のに渦址 3 本 がある。
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遺構一覧表①

住居址 ( S B )

頁 番 号 Iii廿 JVJ 平 面 形 主 軸 方 位 規 模 カ マ ド ・ 炉 主柱穴 そ の 他 施 設

72頁 S B 1 奈良 平安 N - 85
° - W X 西壁

74頁 S B  2 奈良 平安 方 N - so· - w 3 .6m x 3 .  lm 西壁 南寄 り カ マ ド 張 出 し

75頁 S B  3 奈良 方 N - 20
° - E 6 .6mx6 .8m 北壁中 央 4 本 周 溝 煙 道2 . 2m

欠 番 S B  4 X 

78頁 S B  5 奈良 平安 方 ？ N - 15
° - E 4. 3m x 東 壁 南寄 ？ 4 本 ？

S B  6 奈 • 平 ？ 長 方 ？ N - 80
° - W X 2 . 9m 

80頁 S B 7 奈良 平安 方 ？ N - 70
° - W 6 . 3m x  東 壁 南寄 ？ カ マ ド 張 出 し

82 頁 S B  8 余艮 平安 方 ？ N - 80
° - W X 西槌

83頁 S B  9 余良 平安 方 N - 75
° - W 5 .8m x 5 . 2m 東壁中 央 4 本

29貞 S B  1 0  弥生後期 隅丸長 方 N - 70
° - E X 4. 6m 東 柱 穴 間 4 木

84頁 S B  1 1  奈良 平安 方 ？ N - 20
° - E X 3 . 3m 北壁中 央 煙 道 1 . 7m 

85頁 S B  1 2  奈良 方 N - 15
° - E 3 . 0mx 2 .9m 北壁中 央

86頁 S B  13  奈良 方 N - 65
° - W 3 .8m x 3 . 9m 西壁 4 本 煙 道

欠 番 S B  14 X 

31頁 S B  15  弥生後期 隅丸長方 N - 70° - W 5 .4m X 西柱穴間 4 本

87頁 S B  16 奈良 平安 方 N - 75
° - W  5 . 7m x 5 . 5m 東 壁 中 央

89貞 S B 17 奈良 平安 方 ？ N - 70
° - W 6 . 2m X 西壁 4 本 ？ 煙道 1 . 5 m

22 貞 S B  18 弥生中期 X 

71 頁 S B  19 占ナ貨叶 」 其IJ X 

89頁 S B 20 奈良 方 ？ X 

90頁 S B 2 1  平安 方 ？ N - 25
° - E X 4. 5m 北壁西寄 り カ マ ド 張 出 し

33貞 S 8 22 弥生後期 隅丸 ？ x 5 . 2m 古 墳 前 期 土 器 棺

34頁 S B 23 弥生後 期 隅丸長 方 N - 20° - E 5 . 4m x  4 本

35頁 S B 24 弥生後期 隅 丸 長 方 N - 10
° - W 8 .4mX 5.0m 4 本

71頁 S B 25 古墳中 期 X 

S B 26 弥生 ？ 隅丸 X 

欠 番 S B 27 X 

91 頁 S 8 28 奈良 平安 方 ？ 4. l m x  

92頁 S B 29 奈良 平安 方 ？ N - 70° - W 6 . 3m x  東壁 4 本 ？ 一 部 周 溝

38頁 S B 30 弥生後期 隅丸長方 N - 15
° - E X 6 . 0m 北柱穴間 炉 縁 石

41 頁 S B 31 ー イ 弥化後期 隅丸 X 

42 頁 S B 31 ー ロ 弥生後期 隅丸 X 

S B 32 奈 • 平 ？ 方 ？ X 

94頁 S B 33 奈良 方 N - 75
° - W  3 . 5m x 3 . 3m 西壁北寄 り

96貞 S B 34 奈 良 平安 方 N - 85
° - W 3 . 9m x  東 壁 南 寄 り

97頁 S B 35 奈良 平安 長 方 ？ X 3 . Qm 

98頁 S B 36 奈良 平安 方 4. 0m x 

23 頁 S 8 37 弥生中期 隅丸 X 

98頁 S B 38 奈 良 方 N - 75
° - W  5 . lmX4. 9m 西壁中 央

S B 39 奈 • 平 ？ 方 ？ X 

S B 40 奈 • 平 ？ 方 ？ 4. 2m x 

43頁 S B 41 弥生後期 隅丸長 方 N - 90
° - E 6 .0mx4.4m 東柱穴間 4 本 炉 土 器 埋 設

101 頁 S B42 平安 方 ？

- 1 7 -



逍構 覧 表②

貞 番 号 時 期 平 面 形 主 軸 方 位 規 模 カ マ ド ・ 炉 主柱穴 そ の 他 施 設

48 頁 S B 43 弥生後期 I� 関-JL ;テ N - 25 ° - W 2 . 9m x 2 .6m 北壁寄 り
S B 44 ー イ 奈 • 平 ？ 方 ？ 5 . } m X 4 本 ？

49 頁 S B 44 ー ロ 弥生後 期 隅 丸 ？ 5 . lm X 東柱穴間 ？ 4 本 ？
43 貞 S B 45 弥牛後期 隅丸 X 

S B 46 弥生 ？ 隅丸 ？ X 
50 f( S B 47 弥牛後期 隅丸長 方 N - 35° - E 6 . 9m x 北柱穴間 4 木 炉 上 器 埋 設
23 頁 S B 48 少r;1�� · I― • Jり］ 隅丸 X 
24 頁 S B 49 少r 'L 1二 I二 I J計 偶丸長 方 N - 65° - E 5 . 2m x 3 . 6m 中 央 東寄 り 4 本 縄 文 晩 期 上 器 出 士
54 貞 S B 50 弥牛後 期 隅丸長 方 N - 30° - E 5 . 7m x 4 . 3m 北tfl ';-'( n月 4 本 炉 縁 石

S B 51 弥'L ? ガ ？ X 
S B 52 奈 • 平 ？ 方 ？ 3 . 7m x  
S B 53 奈 ・ 半 ？ 方 2 .9m x 2 . 6m 

lO} J.'( S B 54 奈良 方 ？ 4 . l m X  
1 02 頁 S B 55 奈良 方 ？ 7 . 9m X 

S B 56 奈 • 平 ？ 方 ？ 2 . 8m x 
S B 57 余 . ,,i. ? 方 ？ 4 . 3m x  

1 03 頁 S B 58 平安 方 ？ N - 75 ° - W  3 . 7m x  東 壁 南 寄 り 蝉 道 1 . 4 m
1 06 貞 S B 59 、/Z'女2 力 ？ N - 65 ° - W 3 . 8m x  東 党 中 央

而 ( s D )  .I此 表 土堀 ( S K ) 覧 表

J'(  番 り 時 期 規 模 • そ の 他 頁 番 号 11�I Jm 規 校 • そ の 他

S D I 余 • 平 ？ 渦 幅 1 . 0m 深 S K l  奈 • 平 ？ 径 1 . 2m （`、ク木g 

57 貞 S D 2  少Jヽ牛 木 ？ 辺 9 . O m ); 形 周 梢 簗 洲 幅 1 . 2 m S K 2  奈 • 平 ？ ） 十 戸 径 1 . l m  
59 貞 S D 3  弥咋 木 幅 0 . 9 m 深 0 . 5 m S K 3  保 • 平 ？ J j: J _ J- 径 1 . 4 m
60 貞 S D 4  古1l 111JJVJ 辺 1 1 . 5m 方 形 周 溝 態 溝 幅 1 . 7 m  28頁 S K 4  弥生後期 径 J . 2m 深 0 . 6m
64 自 S D 5  111月� r]lj J計 辺 1 3 . 5 m 方 形 周 梢 墓 溝 幅 1 . 5 m S K 5  中 世 井 J 1 径 1 . l m 深

欠 番 S D 6  S K 6  奈 • 平 ？ 井 戸 径 1 . 3m 深
S D 7  弥牛 ？ rl界 rµ畠 0 . 6m 深 28頁 S K 7  弥生後期 径 1 . 7 m  深 0 . 7m

66 貞 S D 8  弥4末 ？ 方 形 周 溝 墓 ？ 渦 幅 3 . l m  107 頁 S K 8  叶 ， ・ 1 1 1:: 井 戸 径 1 . 6m
S D 9  弥牛 ？ 洲 幅 0 . 5 m 深 107頁 S K 9  中 I且 井 戸 径 1 . 3 m
S D 10 ？ 溝 幅 0 . 6 m 深 S K lO 奈 • 平 ？ 径 1 . 5m 深

67 貞 S D l l  弥生 末 辺 1 1 . l m 方 形 周 渦 墓 梢 幅 1 . 4 m 1 07 頁 S K l l  平安 径 1 . 2m 深0 . 2m
S D l 2  ？ 湖 幅 1 . 2 m  S K 12 奈 • 平 ？ 径 1 . 5m 深

68 貞 S D l3 弥生後期 溝 幅 2 . 5 m 深 0 . 3 m
S D l4 奈 • 平 ？ 溝 幅 0 . 9 m 深 70 頁 S Z 1 古墳前期 溝 状 逍 構

69 頁 S D 15 弥生 末 溝 幅 0 . 5m 深 O . l m  
S D 16 奈 • 平 ？ 溝 幅 2 . 7 m 深 不 幣 形 62貞 土器 占墳前期 S B 22 投 上 内
S D l7 ？ 溝 幅 0 . 7 m 深 棺墓
S 0 18 奈 • 平 ？ 渦 幅 O . 7 m  深
S D 19 奈 • 平 ？ 溝 幅 1 . 5 m 深 不 整 形 1 1 2 頁 B 区 奈良 ～ 溝 幅 2 . 8m
S D20 余 • 平 ？ 渦 幅 1 . 2 m  深 S D I  平安 段 差 1 . 3m

- 1 8 -



3 号住居 ・ 1 0号住居 と その周辺 （西よ り ） 写真中の数字は遺構番号。 以下同

3 号住居 ・ 1 0号住居 と その周辺 （東よ り ）

- 1 9 -
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4 号 溝 と その周辺 （南西よ り ）

38号住居 と その周辺 （西よ り ）
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2 弥生時代前期併行

49号住居覆土中出土遺物

1 は浅鉢である 。 口 縁 部 は 直 立気味 に 立 ち 上がり

端部は面取り さ れ た後ナデ整形に な る 。底部は 上げ

底気味で網代圧痕 を 残す。全体に ヘ ラ ミ ガ キ様調整

がみ ら れ 、 て い ね い に仕 上げ ら れ る 。口縁部 下 に幅

広の凹線 文がみ ら れ 、 変形 上字 文と 文様帯 を構成す

る 。縄 文晩期終 末 氷式の流れのなかで理解 さ れ る 。

2 • 3 はと も に細密条痕 文 が施 さ れ る 鉢形 土器で、

束而地 ）iの影響 を受け た在地の も のである 。

さ
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極，”
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ト；’” "＊,t．
 

·
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＇
 
,·"，'

 

’
可9

ふべ
T
マ

C.
9
羞

4"
ク
又”�

2
 

�cm 彎〗 3
図 7 49号住居覆土中出土遺物 （ 令 ）

3

 
弥生時代中期後半

1 8号住居

3 号 . 5 号・ 23 号住居と 重複関係にあり、 そ のほとん どが前記住居に覆われて い る ため全容は不明に近い。 北 ・

西 • 南整の 部 を検出 し た が 、 総休に不整形 な も ので、 他の遺構との重複 も 考 え ら れ る 。

追物の出七量は少な く 、 器種に は壺 （ 図 8 - 1 ・ 2 ) ・ 甕 ( 3 ) • 高杯・ 蓋がある 。壺の 口 縁 部形態は 2 種類

あり 、 ラ ソ パ状に外反す る も の ( 1 ) と受 口 状の も の ( 2 ) がある 。 1 の 口 唇部に縄 文 が 、 頸部 に横線文が施 さ

れ 、 2 の I J 縁 部 文様は縄 文地に波状の山 形 文 に な る 。 3 の甕は 口 縁 部 が 内弯気味に直 立 し 、 2 本の 平行す る 山形

文が施 さ れ 、 頸部には 1 帯の簾状 文がめ ぐ る 。調整はと も にハ ケ状工具 を 主体と し て い る 。

� 

1 0cm 

図 8 1 8号住居出土遺物 （以下指定以外 -t)

ヽ

゜ 2 m  

｀ 

< I 

図 9 1 8号住居 （以下指定以外命）
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37号住居

調 査地中 央 よ りやや東側 に位 樅 し、 調査で は南東部

1/4程を検出 した にすぎ ない。 西側 は古墳時代の3 9号

住居 に切 られ、 北側 は2 号満 （方形周溝墓） によ って

破壊を受 け、 さ ら に調 脊区域外へ延 び る。 検出 面 から

の掘 り込 み は10cm た らずで 、 該期のものと しては最

も浅 く 、 弥生時代 から 古墳時代 にかけての士砂の堆積

が少 なかっ た ことを う かがわせ る。

遺物の出 土最 は少 なく 、 器種 には壺・甕 （図11- 1 )

高杯 ( 2 ) が ある。 他に頁岩製磨製石鏃の未成品 ( 3 )

が出士 している。 甕 は口 縁部が短 く 外反 し、 最 大径が

体部 上 半 にある 器形で 、 口唇部 に縄文 、 肩部 に簾状文 、

体部 に縦 に交差する 羽状文が施される。 高杯の杯部 は

コ ッ プ状を 呈 し、 外面 は赤色塗彩される。

I;. ..,._,_, 

37号住居 （西よ り）

48号住居

調蒼地西側の弥生時代住居址群の

中 に位 置 し、 南側 は調査区域外 に延

び 、 東側 は弥生時代後期の4 7号住居

によ り切 られる。 この住居も検出面

から 掘 り込 み は浅 く 1 2cmほ ど で あ

る。

遺物の出 土量 は少 なく 、 それも小

破片で ある。 器種 には壺 （図 1 3- 1

�· 4 ) ・ 甕 • 高杯がみ られる。 他に

安山岩製磨石 ( 5) が ある。

� \ n 

冒 [<?

.゚ 

冒 世

; o 2 m  I 
図 1 0 37号住居

0 10cm , ............. ,,........__ _ 

ニ 2

じ紀グ 3 鳳
0 5cm 

図 1 1 37号住居出土遺物 ( 3 - 合）

0 ＼／ S B 47 

2 m  

固 1 2 48号住居
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図 1 3 48号住居出土遺物 （拓本 令 以下同）

48号住居 （西よ り ）

49号住居

西 • 北壁の一部 を 4 号 . 5 号士城に よ

り 破壊 さ れ る ほ かは全容を検出 し た。 床

面は 平坦で堅緻である 。 主柱穴は地床炉

を 中心と し た 4 個台形配列 の も のと考え

ら れ る が 、 住居形態・ 方向と にずれ があ

る 。 北壁の 2 個 を 主柱とすれば、 入 り ロ

施設柱穴線上の 2 個 をあわせて 4 個長方

形配列 に な る 。 地床炉は若干凹み焼土塊

化す る 。

遺物の出土量 は 少量 である が 、 全て床

面 上付近か ら の出士である 。 器種には壺

（図15-1 � 3 • 6 � 8 ) • 台付甕 ( 5 ) • 

甕 ( 9 �13) • 浅鉢 ( 4 ) がある 。 た だ

し 12�14の甕体部片 には櫛描波状文・ 簾

状 文が描かれ、 後出の箱清水式期の も の

である 。 こ の ほ か に粘板岩製磨製石包丁

( 15) • 安山岩製敲打器 ( 16) が出土 し

て い る 。

A
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S K 4  
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A ' 
叫

叫

ci i 

゜ 2 m  

B
 

B ' 

図 1 4 49号住居

-24-



49号住居 （南西よ り ）

49号住居 （北よ り ）
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その他の遺構 ・ 検 出 面出土遺物

検出 面等 からの出 土 量 は多 く なく 、 そ

れも破 片 出 土である。 器種 には壺 （図 16
- 1 • 2 • 6 �15) ・ 甕 ( 16�26) ． 高

杯 • 浅鉢 ・蓋等が ある。 口 縁部文様 は端

部 に縄文が施されるもの ( 3 • 18) 、 立

ち 上が り部が縄文地 に山形文が描 かれる

もの( 1 • 4 •  16) が ある。 壺の頸部文

様 は縄文地 に横位の平行線文を 描 く もの

を 主体とする。 甕の頸部 は簾状文を施す

ものが 多 いが 、 波状文のもの ( 4 • 18) 

ー
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もある。 体 部 は交差する 斜行条線をもっ

て羽状文を 構成する。 5 には横位の列点

文が描 かれる。 27�29 は前述のものよ り

先行する 時期のものであろう。 30�3 2 は

頁岩製の磨製石線である。 30 は形態を 整

えた 段階での未成品で、 他は完成品であ

ろう。
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その他の遺構 ・ 検出面出土遺物 (30 - 32 - 合 ）
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4 弥生時代後期 と その直後

4 号土壊

49号住居と 重複関係 にあり 、 こ れ よ り も 後

出の も のである 。 形態は卵形を 星 し 、 深 さ 60

cm程である 。

追物の 出 士 量 は 少 量で 、 器 種 に は 壺 • 甕

（ 図18) • 高杯 • 無頸壺がある 。

ローロ
t)

-

゜ 10cm 

図 1 8 4 号土凜出土遺物

7 号土喋

形態は 径1.4m 程の 円 形 を 基 し 、 深

さ 130cmを 測り、 中位に段を形成す る 。

底 Jfri か ら 20cm ほ ど 上 部 に 薄 い 白 色 粘

＋屈 があり少 な く と も 2 回の使用 が う

か が え る が用途は 不 明 である。 下層か

ら 炭化物 ・焼 土の出 七が 著 し か っ た点

注意 さ れ る 。

逍物の出 日社は 多 く 、 器種等 に は 、

壺 （図幻ー 1 • 5 � 8 )  • 無頷壺 ( 2 )

甕 ( 9�16) • 高杯 ( 3 ) ・ 甑 ( 4 ) ・

安山岩製凹石 ( 17 • 18) がある 。
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7 号土凜 （南よ り ）

1 0号住居

調壺地東端付近に位闘 し 、 2 号 ・ 3 号 ・
l c:o I OJ 

｀ 9 号住居 と 重複関係 に あ る 。 検 出 面力屯） ．
;?)) ／ 

の掘 り 込 み は35cm程 に な る 。 地床炉は

北側柱穴間 中 央 に位 置 し 5 cm 凹 む 。 床

面は 平坦で堅緻であ る 。 冒戸 � 11 (0 .  (Q) I I A ' 

逍物の 出 士 鼠は少量にす ぎず、 そ れ も

小破 片であ る 。 器種には壺 ・ 甕 （ 図22-

1 � 4 )  ・ 鉢 （ 高杯） がみ ら れ る 。 石製 / 
品 に砂岩製砥石 ( 5 ) が 出 土 し て い る 。 '〗

゜ 2m 

◎ a S B 3  

食!べ丸灸='岱i�幻f. 謎"a砂容/厨

言

‘ (/ ' 
1 0: I °:'  叫 ＼ 

A' 
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図 2 1 1 0号住居

ご
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図22 1 0号住居出土遺物 ( 5 - 令 ）

- 29 -



、 一 ，
i応:い'°", . ., . .,.. ... .... 双で
. ·" •\1 
し令;:; .".. . . . 

::.··· • • .,� 彎苫rr, .,,.J�· •.:. 、 ・
y 

... � \�� 

1 0号住居の周辺 （東よ り ）

- 30 -

' .,> -ふ· ふ 、

• 令 ぶ. , 誓，., p.�ぶ'. �·ぷ翌7
•• 心 · :硲�:· ,;/,、..:: . rゃ ・・



1 5号住居

検出 し た柱穴が 4 個方形配列 の も のと考

えれば、 全体の2/3程調査 し た こ とに な る 。

調査地の中 央 よ りやや北側 に位置 し 、 地床

炉は 西壁柱穴間中 央 に あ る が 、 床 面は焼士

塊化 し て い な い 。 床 面は平坦であ る が堅緻

な も のでは な い。

遺物の出 土 量は それ ほ ど 多 く な い。 器種

には壺 （図24ー 4 � 9) ・甕 ( 1 ・ 1� 19) ・

高杯 ( 2 • 3 ) が あ る 。 壺の文様は T 字 文

( 5 • 6 ) • 鋸 歯 文 ( 5 ) • ヘ ラ 描平行線

文 ( 9 ) が あ る 。 甕は櫛描波状文 ・ 簾状文

を主体とする が、 斜行線文の も の ( 16 • 17)

も あ る 。 20は閃緑岩製太型蛤刃石斧であ る 。
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22号住居

36 号住居、 2 •  3 号梢と 重

複関係 にある。 こ れ ら よ り も

先行す る 。 休面は平坦である

が軟弱で、 柱穴 ． 炉等 が確認

で き なか っ た こ と か ら、 住居

と し ての使J F J に積極的な根拠

はな し 'o

遺物の出 Iご 憤は少 な い。 器

種には壺 （ 図26 - 1 •  2 )  

甕 ( 3 � 12) がある 。 1 の 文

様構 成は櫛描 平行線 文間をヘ

ラ 描斜行線 又で う め る。
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23号住居

7 •  16• 18号住居と 重複関係 に ベ 匂 ／ 叫
/> 

あり 、 18号 より後出である。 掘 り

込 み は検出 面 から 32cmを 測 り 、 ｀》
床 面 は平坦で軟弱である。 16号住

居壁 に焼 土 がみ ら れ、 北壁沿 いの 疇 ゜ 2 m  

主柱穴間の中 央付 近 にあた り 、 本

住居の炉と 考えられる 。
禁 SB 1 6  

遺物の出 士 量 は少 ない。 器種 に

I 0 は壺 （図28- 1 � 4) ・ 甕 ( 5� ◎ 
1 3) が ある 。 これら は全 て櫛状エ

具 による施文である 。 量
I )> I � ' ' 、

叫/:,, 
図27 23号住居
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24号住居

調査地東側の住居址群の一つで、 5号 . 7 号 . 8 号 ・1 7号住居 と 重複関係 にあり、 最も古 い。 主柱穴 は4個長

方形配列で、 南 • 北壁際中央 に棟持柱の存在を示す柱穴がある。 こ の柱穴 から住居形態 は隅丸長方形を推定する。

炉 は北壁柱穴間 にあったものと 予想するが焼土塊等の痕跡 はなかった。 床 面 は堅緻であるが、 南側柱穴以 南 は傾

斜 し低 く なる。 検出 面 からの掘 り込み は40 c m程 を測 る。

逍物の出 土 量 は比較的多 い。 器種 には壺 （ 図 30- 1 ・ 2) • 台付甕 ( 6 ) ・ 甕 ( 7�26) • 高杯 ( 3 • 5) 

浅鉢 ( 4 ) がある。 1 は頸部 に櫛描平行線文がめ ぐ らされ 、 体部外面及 び 口 縁部 内 面 には赤色塗彩が施され る。

体部内面 にはハ ケ 整形痕が残 る。 2 は頸部 から体部上半 まで幅広のT 字文が施文 さ れ 、 その上 下 は赤色塗彩 さ れ

る。 赤色塗彩 は4• 5の杯部内外面 • 脚部外面 に認め られ る。 3 にはハ ケ 整形痕が残 る。 甕の文様構成 は、 口 縁

部 ・ 体部 下半 まで櫛描波状文でうめ、 頸部 は簾状 文がめ ぐ るものを 主体 とする。 2 3� 25 は体部中位 から 下 半 にか

けての破 片で、 斜行する ハ ケ 整形後に、 こ れ よ りも太 い工具で、 斜行条線 文を ほ ど こす。 2 4 はこ れ らが交差 し羽

状文を形成する。 27 は覆土中 から出 土 した鉄製品でノ ミ と 推定する。 甚部 には木質部が残存 し 、 柄の存在 を示す。

複 合関係 にある 17号住居 からも近似する 鉄製品の出 土を み ている。 鉄質良好で類似 しており、 本例と ともに弥生

時代の所産 と なる 可能性も指摘され る。
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30号住居

1 1 ・ 12 • 31 ー イ 号住居 と 重複関係に

あ り 、 こ れ ら よ り も 先行す る 。 調査で

は北側 半分ほ ど検出 し た にす ぎ な い。

掘 り 込みは32 c m を 測 る 。 主柱穴間に

枕石を 設置 し た最大幅64cm • 深 さ 6 c

m程の地床炉 が あ る 。

遺 物 の 出 土量 は 多 い 。 器 種 に は 壺

（ 図32- 1 � 5 、 図34- 1 �12) 

（ 図33- 1 � 3 、 図34 - 13�45)

付 （甕）

片 口 鉢 ( 6 ) があ る 。

・ 甕

• 台

（図2-11) • 高杯 ( 7 �10)

1 • 3 •  4 • 7 

�10には赤色塗彩が施 さ れ、 5 • 8 に

はヘ ラ 描鋸歯文がめ ぐ ら さ れ る 。 甕の

文様は櫛描波状文 ・ 簾状文が主体であ

る が、 43�45は斜行条線文に よ り 羽状
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文 を 形成す る 。 土器のほかに 3 点の石製品が出

土 し た。 頁岩製磨製石包 丁 (46) ・ 刻み を も つ

軽石 (47) • 安山岩製凹石 (48) であ る 。 凹石

両端は敲打器 と し て も 使用 し て い る 。
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3 1 ー イ 号住居

12 • 13 • 26 • 30号住居 と 重複関係 に あ り 、 30 号 よ り 新

し く 他の も の よ り 古 い。 調 査では31 ー ロ 号 と 同一の住居

と 考 え て い た が 、 13号住居の 壁の観察か ら 床 面 が 2 cm

の段差 を 有 し て い た こ と 、 貼床 の色調が異な る 点か ら 2

軒の住居 と し て 分離 し た。 検 出 面 か ら の掘 り 込み は15c

m内 外で床面は 平坦であ る 。

遺物は31 ー ロ 号の も のが混入 し 、 比較的 多 く 出 土 し て

い る 。 器種には壺 （図36- 1 � 3 、 図37- 1 )  ・ 甕 （ 図

36- 4 、 図37 - 2 � 10) が あ る 。
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3 1 ー ロ 号住居

13 •  26 • 3 1 ー イ 号住居 と 重複関係 に あ る 。 3 1 ー イ 号の床面 よ り 2

cm程高い。 主柱穴が 2 個確認 さ れ 、 4 個方形配列であ ろ う 。

遺物は 全て床面直上か ら の も ので

；。
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4 1 号住居

調査地中 央付近に位置 し 、 45号住居、 5 • 7 号溝と重複関係にあ り 、 最 も 先行 す る 遺構である 。 掘 り 込みは東

壁で32cm を 測 り 、 床 面は 堅緻でい く ぶ ん西傾す る 。 主柱穴は不整形 な 4 個方形配列 に な る 。 東壁間中央の内寄

り に 土器埋設炉があ り 周辺部に炭化物の散在が 著 し か っ た。 床 面 は 中 央付近がやや凹む堅緻 な も のである 。 西壁

中 央付近 に幅36cm • 深 さ 10cm周 溝状の掘 り 込み が み ら れた。

遺物の出土量は 多 く 、 それ も ほと ん どが床面直上付近か ら の検出である 。 器種には壺 （ 図41- 1 � 4 、 図42-

1 � 4 )  • 台付甕 ( 14 • 17 • 20) ・ 甕 ( 13 • 15 • 16 • 18 • 19・ 、 図42- 5 � 3 3 )  • 高杯 （ 図41- 5 � 8 ) • 片

口 鉢 ( 9 ) • 広 口 壺 ( 1 0) ・ 甑 ( 11) ・ 蓋 ( 12) がある 。 4 は埋設炉に使用 さ れて い た。 壺の頸部か ら 肩 部 に か

けての文様は 、 横位の櫛描 平行線文と こ れ を縦 に区画す る 平行線文 に よ る T 字状文を基本とす る が 、 縦の平行線

文 が ヘ ラ 描 に よ る も の （ 図41- 1 は 3 本、 2 は 1 本 、 3 は 2 本 、 図42 - 3 は 1 本） もある 。 3 は 下段 に間隔の細

かい 1 帯の簾状 文 を 付加す る 。 甕の文様は櫛描波状文と簾状文で構成 さ れ る 。 13は客体的な土器で、 口縁部が直

立 し 、 有段を な し 、 体部が 直線的で底部外面が凹むと い う 特色 がある 。 口 縁部 に櫛描列点文 、 体部上半に剌突列

点文と左回 り の波状文をめ ぐ ら す。 波及地 を近江地方に求め る 。
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図40 4 1 号住居•45号住居

45号住居

41号住居と重複関係 にあ り 、 こ れ よ り も 先行す る 住居である 。 調査では北西隅付近を検出 し た に す ぎず、 規模

や柱穴・ 炉の位置等は不明である 。 西壁下 を 周 溝 がめ ぐ る よ う である 。 床面は平坦で堅緻であ る 。

遺物の出土量は少な い 、 器種には壺 （ 図43 - 1 • 9 �15) • 台付甕 ( 7 • 8 ) • 甕 ( 6 • 16�28、 図44- 1 �

9 )  • 高杯 ( 2�4 ) ・ 蓋 ( 5 ) • 浅鉢がある 。 1 � 4 に は赤色塗彩が 施 さ れ る 。 1 は体部下半に有段部 を 形成

し な く 丸味 を有する 。 文様は T 字状文で垂下 す る 平行線 文 下 に 円 形啄付文 が 4 個付 さ れ る 。 2 は 口 縁部と体部の
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4 1 号住居 • 45号住居 （西よ り ）

•i; 
4 1 号住居 • 45号住居 （北よ り ）
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図43 45号住居出土遺物①

境 に稜線を 形成する。 3 には三角形透孔が4 個穿 た れ る。 5 には小 円孔がある。 5 は客体のもので、 頸部で強 く

屈開 し 、 口 縁部が直立する。 口 縁外 面 には幅広 な凹線文状 になり 、 体部 内 面 はヘ ラ ケ ズ リ で調整 さ れ る。 北陸地

方 に影響地を 求め る。 他の甕の文様 は、 口縁部及び体部下半 まで波状文を 、 頸部 には簾状文をめ ぐ らすものを 基

本 とするが、 交叉する 斜行条線文 によ る 羽状文のもの （ 図44- 9 ) もある。
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図44 45号住居出土遺物②

43号住居

南北軸が2 . 84 mを 測 る 小形住居で ある。 柱穴 は南壁下中央のもの

と 、 北壁沿 いの周溝状掘 り込みを 利用すれば 2 本柱の小屋組を想定

で き る。 床面 は平坦で、 地床炉 は北壁側中 央 にあり、 5cm程凹む。

遺物の出土量 は少 ない。 器種 には壺 （図45- 1 )  • 甕 ( 2 ) があ

る。
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図45 43号住居出土遺物 図46 43号住居

43号住居 （南東よ り）

- 48 -



44 ー ロ 号住居

44ー イ 号住居 に内包され

る よう な形で重複関係 にあ

る。 調行では北壁側の一部

を検出 した にすぎ ない。 形

態を偶丸長方形 と推定する。

柱穴 は2 個確認され 、 東壁

沿い柱穴 より 内側 に枕石を

1個配 した 土 器 埋設炉があ

る。 床 面 はいく ぶん 凹 凸が

あるが堅緻である。

辿物の出 士 試 は少 ない。

器種 には壺（図 48- 1 •  3 •  

4 )  • 台付甕 ( 2 )

( 5�11) 

・ 甕

• 高杯がある。

1 は炉休と して利用され て

いたもので、

文である。

4帯の平行線

文 に波状文が付加され る 文

様構成になる。 3 は T 字状

5 はj_J 縁 部が内

屈 し、 特徴的 な土器である。

文様構成は波状文 と 簾状 文

を 基 木と し ている。
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図47
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44 ー ロ 号住居

44 ー ロ 号住居の炉

44 ー ロ 号住居 （北よ り）
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4 7 号住居

淵 森地の中 央付近の弥生時

代遺構群の な かの

号住居 を 切り込み 、

よ り 切 ら れ る 。 掘り込みは浅

く 8 cm 前後 を 測 り 、 床 面 の

中央付近に向け い く ぶん凹む。

床面は堅緻である 。 主柱穴は

4 個長 方形配列で、 北壁沿い

t柱穴間中 央 よ り 内 方 に土器

埋設炉 がある 。

遺物の出 土量は割合に 多 く 、

それ も 床 面直上付近か ら の出

上であ る 。 器種には壺 （ 図50

-1�3 · 9) •広口壺 ( 4)

甕 ( 8 、 図51-1 � 4 ) 

身 （ 図50-5 •  6 ) 

( 7 ) が あ る 。 9 は炉と し て

利用 さ れ て い た。

つで、 48

8 号溝に

． 高

• 浅 鉢

1 •  3 � 7 

には赤色塗彩が施 さ れ る 。 壺

の う ち 1 ・ 2 の体部最大径が

\co 
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47号住居 （北東 よ り ）

47号住居の周辺 （東よ り ）

- 5 1 一



47号住居の炉

47号住居の遺物出土状態
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図 5 1 47号住居出土遺物⑦ ( 5  - 令）

中位付近にあり 、 丸味 を も っ て底 部 に 至 る の に た い し 、 3 • 9 は体部最大径が

下 半にあり 、 屈 曲 し て底部 に接合す る 。 1 の頸部 文様は櫛描 平行線文帯を 垂 下

す る 2 本のヘ ラ 描 平行線 文 に よ り 区画 さ れ る 。 9 の体部 に は 数本の斜行条線文

が施 さ れ る 。 2 • 3 •  9 •  に は ハ ケ 調整痕が残 る 。 4 は 口 縁 部 が 内 弯 し な が ら

立 ち 上が る 甕形 を 呈 す る 。 5 は 口 縁部 が短 く 立 ち 上 が り 浅鉢形を呈す る 。 高杯

の杯部の 口 縁部と体 部の接点が 稜 を な す も のは な い。 甕には大形の も のと小形

の も のがあり 、 口 縁 部・ 体 部中位 まで波状文 が 、 頸部には 2 段止簾状 文を め ぐ

ら す ( 8 ) 。 甕の文様構成は こ れ を基本とす る 。 図51- 4 は ヘ ラ 描斜行線 文 を

交叉す る こ と に よ り格 子状文 を形成 し て い る 。 士器のほかに軽石製凹石 ( 5 ) 、

鹿と推定 さ れ る 獣骨が出 士 し て い る 。 凹石は石皿状 を 呈 し摩耗 し て い る 。
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゜ 2 m  

50号住居

調杏地中 央付近の弥生時代遺構群の中の一つで、

ィt居と し て は最 も 西 に位置す る 。 49号住居 • 溝状

追構 ( S Z 1) に隣接 し 、 北壁の西隅部 を除き完掘

し た。 形態は北 • 南壁に丸みがある 隅丸長 方形を

足す る 。 主柱穴は 4 個 方形配列で、 北壁沿い柱穴

間 よ り北に張出 し て枕石 を有する 地床炉がある。

炉は直径約40cmの円 形 を な し 、 5 cm程凹む。 長

軸 上の 南 • 北壁中 央 下 に柱穴があり 、 棟持柱の痕

跡であろ う 。 掘 り 込 み は 8 cmと 浅 い 。 床 面 は 平

坦である が 若 干南・ 東傾 し 、 堅緻である 。

遺物の出土量は少ないが、 全ての床直上付近か

ら の出 土である 。 器種には壺 （ 図53 - 4�6 ) 

甕 ( 2 • 3 • 7�9 ) •高杯 ( 1 ) がある 。 4�

6 と も に頸部付近の破片である。 5 • 6 は 平行線

文が施 さ れ る だけである が 、 4 は 口 縁部 に か け 、

交 叉す る 斜行条線 文 に よ り横位の羽状文を構成す

る 。 千曲川 上流の佐 久地 方 に 見 ら れ る 土器で、 長

野盆地では珍 し い 。 こ のほ か に粘板岩製 ( 10)

砂岩製の砥石 ( 11) が出土 し て い る 。
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固52 50号住居
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50号住居 （南西よ り ）

50号住居の炉
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2 号溝 . 3 号溝 （南西よ り ）
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2 号溝

20 • 22 • 37 号住居を 切 り 込み 、 15 • 21 ・ 29号住居及 び 3 号

溝 に切 られ る。 東西 、 南北外縁幅 は共 に約 9 m を測 る 方形状

を 呈 し、 全周す るものと 思われ る。 溝幅 はl m 前後で、 全体

に浅 く 東側 は最も浅 く 28cmである。 最も深い南側で検出 面

から48cm を測 る。 ま た東溝中 央 に柱穴状 ヒ° ッ ト 、 北東隅 ・

南東隅 に落 ち込みが 見 られ る。 性格と して方形周溝墓を推定

す る が 、 埋葬施設と し ての主体部 は確認でき なかっ た。

遺物の出土 は少昂 にす ぎ な A
 

A ' 

い。 器種 には壺 •甕 • 高杯（図

54) が ある が 、 図示でき るも

の は1 点 にす ぎず 、 他は小破

片である。 高杯 は外 面及 び杯

部 内 面 は、 てい ね い にみ が か

れ 、赤色塗彩が 施され ている。

\
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□
口い

゜
、）

2 m .:e_w£_ 

麟ニ
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図54 2 号溝出土遺物 図55 2 号溝

4 号溝覆土の堆積状態
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2 号溝 . 3 号溝 （東よ り ）

2 号溝 . 3 号溝 （北東よ り ）
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3 号溝

2 2 号住居 . 2 号溝を 切 り込

み 、 29号住居 と 重複関係 にあ

るが、 4 号溝と の前後関係 は

不明である。 溝の走行は南北

よ り若 干西 にふ る 一直線のも

のである。 形状 はV 字 形 に近

い深 い掘 り込みである が底面

は平坦 になる。 最 大幅90cm内

外 、 検出面 からの深さ56cmを

測 る 。 この遺構 は方形周溝墓

に関 与するものと 考えら れ る。

追物の出 土 吊 は少 ない。 器

種 には壺 ・甕（図57- 2 �5) 

• 赤色塗彩が施 さ れ た 高 杯

( 1 ) が ある 。 このほ か凹石

の用途 にも利用 された 砂岩製

砥石 ( 6 ) が出 土 してい る。
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3 号溝 . 4 号溝 （南東よ り）
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4 号溝

29 • 39号住居に切り込 ま

れ 、 28 • 3 2号住居を 内 包 し

て い る 。 調査では南側半分

ほ ど検出 し た にす ぎ な い。

東西外縁の計測値は 1 1 . 4m

で、 南北は不明である 。 溝

最大幅は 1 .5m を 測り 、 深 さ

1 . I�0. 64m の大形の溝で、

形状は U 字形 を 呈 し て い る 。

東西軸線は 2 号溝と ほぼ同

様で、 両 者と も 重複関係 に

な く 、 ま た隣接 し て い る こ

と か ら 両 者は意識的 に 前後

し て 作 ら れ た も のと思われ

る 。 主体部は確認で き な か

っ た も のの、 方形周溝墓の

性格 を 考 え る 。

遺物の出土量 は 少 な い 。

器種には壺 （ 図59- 3 、 図

61- 2 ) • 甕 （ 図59- 4�

8 )  • 高坑 ( 1 ・ 2 ) • 浅

鉢がある 。 図61 - 2 の壺は

2 2号住居と重複地の覆土上

層か ら 出 士 し た。 算盤玉形

体部に 外開す る 有段 口 縁が

付 さ れ る 。 体部 に焼成後の

穿孔がある 。 ハ ケ 調整痕が

顕著である 。
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